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東北地方の魅力が飛躍的に高まりつつある。

東北地方の持つ開発可能性は,今後の日本全体の活

力の源であり,同時に11カ、な自然は心のやすらぎを提

供する。わが国にとって,今や東北は,貴重な財産と

なってきているともいえよう。

*     *     X

東北の良さ,可能性が見直しされ,今後まさに東北

は輝やかしい時期を迎えるであろう。この地域のエネ

ルギー供給の11要部分を受け持っている当社 と して

は,その責任の重大さを認識し,安定供給と新エネル

ギーヘの対応,送電,変電,配電,通信などあらゆる

部門での技術革新に先見的にかつ果敢に挑戦していく

考えである。

いる。しかし,ょ くやく運転許可手続きが軌 道 に乗

り,こ のところ毎年 5基程度が加わって,発電規模で

は依然首位にある。各|ヨ別の運転中の原子力発電所を

示すと,次頁の表のようになる。

*     *     *
石油危機以来の石油・石炭の急激な価格上昇の歯止

めとなったのは,需要の低迷に加え, コストの安い原

子力発電の大tilな導入であった。 しかし,石炭 。石油
の価格低迷がここまで続くと,今度は逆に原子力のコ

スト上昇に対して石炭などが歯止めとなってきた。通

年コストでの原子力の優位は揺るがないとしても,初

年度コストでは,原子力発電と石炭発電とのコス ト差

はだんだんと狭められてきた。

日本のようにェネルギー資源の大部分を輸入に頼っ

ているlllに とっては,石炭,石油,ガスそれに原子力

などの各種エネルギーが, このような競争関係を通じ

て適正な価格に落ち着いていくことは,極めて好まし
い状況といえよう。 したがって,こ こ当分の間はこれ

らのエネルギー源を,セ キュリティとコス トのバラン

スに配慮しつつ利用していくことが,適切なエネルギ
‐政策であるということができる。■     ‐

しかしこのような,いわば快適な状況が長続きする

には限度がある。石油の国際需給をみると,今後先 ill

国の石油消費が横ばいでも,開発途上国の緩慢な増加

だけで20∞年には石油需給の本格的な遍迫は不可避と

されている。2●Xl年には,NOx,SOx, さらにC02間

題から,化石燃料の大量消費について,何らかの国際

合意を必要とする事態になっているであろうといわれ

る。

また原子力の方では,こ こ10年値下が リー方のウラ

ン鉱石事情も,2000年を過ぎれば売り手市場に転じる

とされている。つまり2000年 を契機として,エネルギ

ーの世界情勢は大きな変曲点にさしかかるのは関連い

ないようである。

私は単に,2000年ころには前 2回 と同じような石油

危機が起きそうだから,それに備えなければならない

といっているわけではない。否,む しろ日本は112回

のときと同様に,ふt果的にはその危機を利用して,そ
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此界で原子力発電所を運転している国の数は26と な

り,そ の合計は336基, 2億3660万〕ヤとなった。これ

は6億トン/年 の石炭に相当する量だが, このところ毎

年20基以上が運転に入っているので,確実なところで

1990年に4億 ;T'弱,20∞年には 5億〕:フ になるものと
jl込まれる。原子力もいまや石炭,石油,ガスと並ん

で主要なエネルギー源として定着してきた。

米EIIIでは1978年の 2基を除き,こ こ12年間にわたっ

て発注は皆無,こ の問 111基に及ぶキャンセルという

状況が続き,原子力産業は金利高,長いリー ドタ イ

ノ、,規制の混舌Lと いう二重苦からまだ脱却できないで



の経済力をまた一段と伸長してしまう可能性 が大 き

い。問題は, もしそうなったとき, 日本は世界におい

ていかなるイF柏 1と なっていろかということではなかろ

うか。

防衛での日本の役|¶に対しては, II本 として 1)14和

国家としてどうしても譲れない一線があるし,ま た何

ら力、の後打、いの形で何かと国際社会の中で孤立を避け

ることもできよう。

2000年 まであと15年。日本がこのF]エネルギーの分

野で何をなすべきか,戦争市1夜の様相をilす る現下の

貿易摩擦の中に,そのヒントは十分に含まれているよ

うに思われる。
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運転中の原子力発電所 (1985年 6月 30日 現11)
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